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平
成
ノ
大
造
営

二
月
ニ
・
三
日
、
宗
像
観
光
協
会
（
会
長1
1

小
林
正
勝
）
と
の
共

催
に
よ
る
「
む
な
か
た
大
節
分
祭
」
が
行
わ
れ
、
「
福
」
を
授
か
ろ

う
と
す
る
参
拝
者
約
五
千
人
が
両
日
で
参
集
し
、
寒
さ
を
感
じ
さ

せ
な
い
熱
気
で
賑
わ
っ
た
。

前
日
一
日
に
降
雨
の
な
か
で
は
あ
っ
た
が
、
氏
子
青
年
会
・
宗

像
観
光
協
会
の
奉
仕
を
い
た
だ
き
、
本
殿
横
に
特
設
舞
台
が
設
け

ら
れ
、
参
拝
者
の
受
け
入
れ
態

勢
が
整
え
ら
れ
た
。

馳
がば協殿拝はも候打
りれ会参者今好が式ニ

摩房f口儡靡百慮晶］
子々ル、しか恵さ日日
供が会神寄とまれ迄午
、特員職せ待れた降前
雙設のとたちーが雨＋
の舞中共゜構時、が一
豆台かに定え凹幸続時
打にら観刻る即いき、
式上選光昇参にに天豆

た
大
節
分

土
日
が
重
な
り
、

両
日
で
約
五
千
人
が
参
集

傘
宗
像
ノ百

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

m
店
い
叫

い
る
。
大
陸
に
近
い
九
州
は
不
安
で
あ

る
了
当
神
社
に
は
心
字
池
と
い
う
池
が

あ
り
、
鯉
が
優
雅
に
泳
ぎ
参
拝
者
の
皆

様
に
心
の
安
ら
ぎ
を
与
え
て
い
る
。
こ

の
池
は
各
所
の
神
社
で
見
る
こ
と
が

出
来
る
が
、
池
を
渡
る
こ
と
に
よ
り

楔
を
す
る
意
味
が
あ
る
▼
と
こ
ろ
が

数
年
前
よ
り
黄
砂
が
発
生
す
る
春
に

な
る
と
、
こ
の
池
の
水
が
変
色
し
た

り
、
鯉
が
死
ぬ
な
ど
の
変
調
を
起
こ
し

て
い
る
。
近
年
の
気
温
上
昇
が
原
因
か

と
も
考
え
た
が
、
＿
番
暑
い
八
月
に
な

る
と
鯉
は
死
な
な
く
な
り
原
因
は
不

明
で
あ
る
▼
＿
般
的
な
水
質
測
定
で
は

問
題
は
出
な
い
。
詳
細
な
水
質
分
析
ま

で
は
行
っ
て
い
な
い
の
で
安
易
な
こ
と

は
言
え
な
い
が
、
池
に
異
変
が
起
き
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
了
当
神
社
も

広
大
な
境
内
地
を
有
し
森
に
手
を
加

え
る
こ
と
も
あ
る
が
人
間
の
都
合
に

よ
り
扱
っ
た
結
果
、
そ
の
後
に
余
計
な

手
が
掛
か
っ
た
経
験
も
あ
り
、
自
然
の

バ
ラ
ン
ス
は
良
く
出
来
て
い
る
と
感
じ

る
。
沖
ノ
島
は
人
の
手
が
加
え
ら
れ
て

い
な
い
の
で
千
古
不
朽
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
、
厳
し
い
自
然
環
境
の
中
で

再
生
を
繰
り
返
し
な
が
ら
時
代
に
適

応
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
▼
自
然
は

と
て
も
デ
リ
ケ
ー
ト
で
異
常
が
起
き

る
と
す
ぐ
に
反
応
し
、
人
間
に
警
鐘
し

て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
身

勝
手
に
扱
え
ば
バ
チ
を
あ
て
る
。
（
幹
）

神具・装束・授与品

令井肉
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市東区社領1 -1 2-1 0-401 
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

燥式会社ク江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Oq40)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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2
が
行
わ
れ
黄
色
い
歓
声
が
境
内
にl
~
I
I
I
“
]

こ
だ
ま
し
た
。
引
き
続
き
一
般
参
i
二
月
三
日
は
昨
日
に
引
き
続
き

日
“曜

拝
者
の
豆
打
式
が
入
場
制
限
を
行
一
好
天
に
恵
ま
れ
、
定
刻
の
午
前

い
な
が
ら
三
度
に
亘
り
行
わ
れ
た
。
丁
十
一
時
、
災
難
消
除
を
願
う
節
分

金日
．ー

一
旦
豆
打
式
が
始
ま
る
と
寒
さ
を
」
祭
が
古
式
に
則
り
本
殿
で
斎
行
さ

月3
感
じ
さ
せ
な
い
熱
気
で
さ
ら
に
賑
丁
れ
た
。

年2
5
わ
い
を
見
せ
た
。
一
責
任
役
員
、
氏
子
会
、
海
洋
神

平
｀
手
水
屋
の
横
で
は
観
光
協
会
に
二
事
奉
賛
会
、
消
防
団
な
ど
豆
打
式

成

債

よ
る
、
ぜ
ん
ざ
い
の
振
る
舞
い
が
行
二
奉
仕
者
、
氏
子
会
評
議
員
の
方
々

わ
れ
冷
え
た
体
を
温
め
よ
う
と
長

□
か
参
列
す
る
中
、
高
向
宮
司
が
無
[
の

汀
汀
‘
節
分
の
賑
わ
い
勺
已
汀
月

9

の
詰
め
掛
け
た
参
拝
者
か
待
ち
二
つ
妍
後
世
混
滑
し
て
同
一
の
[
f
T
i

、
葦
で
作
ら
れ
た
。
桃
の
弓
は
、
古
＾
》
―

l
__ 

邊

7鱈
叫
閲
罰
叫
冑
匹
9
]
詞
胃
―
-
―

-
B
]
]
]
]
]
]
]

ニ
ロ
ニ

宗 MUNAKATA 屑し
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のい像北ヤ空はれ袋行の光当 行
特た市九 l 会‘たのつ会ボ大今事
産宗内、）小i~社北°福たでラ社年で
品像の間よ一九福豆凡袋ンとのあ
ゃの旅のりス、）小1 豆がそ詰テ宗節召
、野館往協夕市輩撒三めィ像分

己：喜］円；贔にこー一こ観息
駅産に券た
む物協ゃ東

象皇冒震亨

皇畠｀ム｀晶篇；胃胃芍て、＝外幅は金》 ど
礼い特な助宗、光 社ぉ
申た別か成像宗協 豆無け物カ
［各協な匁繋雙会本に料みやら、円

｀羅冨： ［］亨摯患王界醤ふ四拇院にたラヵ、ィ青と像たし一厄縁ぇ
は。イ、ア年し観゜福回除起、

筑
前
大
島
の
中
津
宮
で

も
二
月
三
日
に
節
分
祭
が

行
わ
れ
、
還
暦
を
迎
え
た
年

男
・
年
女
等
が
桂
・
千
早
姿

に
身
を
包
み
、
福
豆
や
紅
白

一
匁
血
餅
な
ど
を
撒
い
た
。
豆
撒

き
後
に
は
ぜ
ん
ざ
い
も
振

ヽ
式
1

命
る
舞
わ
れ
、
福
運
を
授
か
ろ

9
翌
う
と
参
集
し
た
多
く
の
島

津

”
乃
砧
中
民
を
喜
ば
せ
て
い
た
。

冒一

中
津
宮
節
分
祭

建
国

と
は
キ
リ
ス
ト
教
暦
で
あ
り
世
界

を
つ
ぶ
さ
に
見
て
ま
わ
れ
ば
、
イ
ス

ラ
ム
文
化
圏
は
イ
ス
ラ
ム
の
暦
を
墨

二
月
十
一
日
午
前
十
一
時
本
殿
丁
守
し
、
他
に
も
そ
の
国
独
自
の
暦

に
て
我
が
国
建
国
の
事
跡
を
祝
う
：
を
持
つ
国
々
は
多
い
。
国
際
化
イ

建
国
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
当
日
は
、
二

1
ー
ル
西
暦
表
記
と
は
、
そ
の
考
え

天
候
に
も
恵
ま
れ
祝
日
の
故
か
多

□
か
浅
い
。

く
の
参
拝
者
が
見
守
る
中
、
奉
仕
一
「
一
世
一
元
」
と
い
う
今
上
陛
下

神
職
・
巫
女
・
参
列
者
が
参
進
・
着
：
の
大
御
代
と
私
達
国
民
が
共
に
あ

座
し
祭
典
が
始
め
ら
れ
た
。
：
る
「
元
号
」
の
意
味
や
、
一
国
家
と

神
武
天
皇
建
国
・
御
即
位
の
昔
：
し
て
そ
の
建
国
を
顧
み
る
視
点
に

を
顧
み
て
国
体
護
持
を
祈
念
す
る
i
立
つ
「
皇
紀
」
を
軽
ん
じ
る
流
れ
の

祝
詞
を
奏
上
、
引
き
続
き
巫
女
に
丁
中
に
あ
っ
て
、
心
あ
る
国
民
は
我
が

よ
る
浦
安
舞
奉
奏
、
各
代
表
者
に
二
国
の
歴
史
・
伝
統
を
後
世
に
伝
え

よ
る
玉
串
拝
礼
が
あ
り
、
祭
典
は
二
J
、
そ
の
継
承
に
努
め
な
け
れ
ば

滞
り
無
く
終
了
し
た
。
一
な
ら
な
い
。

今
年
は
皇
紀
二
千
六
百
七
十
三

年
に
あ
た
る
。
皇
紀
と
は
云
う
ま

で
も
無
く
神
武
天
皇
が
今
の
奈
良

県
で
あ
る
大
和
の
橿
原
宮
で
建
国
・

即
位
式
を
挙
げ
ら
れ
た
年
を
元
年

と
す
る
事
に
基
づ
く
我
が
国
独
自

の
紀
元
で
あ
る
。

近
年
報
道
機
関
を
始
め
と
し
て

各
界
で
は
、
西
洋
暦
の
表
記
の
上
で

「
平
成
」
の
元
号
表
記
を
カ
ッ
コ
で

記
す
風
潮
が
み
ら
れ
嘆
か
わ
し
い

限
り
で
あ
る
。
こ
れ
を
是
と
す
る

考
え
の
主
体
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

波
を
そ
の
理
由
と
し
て
い
る
事
が

多
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
西
洋
暦

祭

斎

行
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約分像防の日
時百団甫団防‘文
折名..__, 1自・火第化
、が宗防宗訓三財
小参像団像練十防
雪加市冨地が九火
のし女ー区宗回デ
舞行性·消像目 l
うわ消九防大との
午れ防十本社な日
前だ団了部自る
九 か十・衛恒干
時 ら四宗消例六
................................................................ 

駆ー機巫開拝出五
け一を女始殿火十
つ九押がさにし兌
け番 直れ火、
‘通しちた勢重本
巫報 r 。が要殿

消てホの団神リ消女。社拌火迫文裏
火放 l 消と職レ防と職務殿災そ化南
に水ス火とは l 団宗員所のをぃ財西
ぁしを も地をは像はへ火発るのの
た、伸栓に元開バ市本連災見想本森
；初ばか境消始ケ女殿絡報し定殿か
；期しら内防ヽツ性iし 知たで．ら

.................................................................................................................................... 

さ区しは了 げ化番けき統て防本で
れ消‘第し消ら活さ‘‘制第車部午
‘防谷ー‘化れ動な放ーさ一両•前

内た契壁築日二は 終御高本井駐訓活ナこがが水育れ駐が宗＋: ：門認牽諏翡直委［袖営四条円院 9 ゜門嘉珈如ヽ杏［箔竿では靡続
月ら文損法最む和化゜をが消長集者終 広消‘殿喜集ン防像た殿風い

: : ; : : ; : : : [i [[‘”晶＼9; ] ; ; :a :i 
................................................................................................................ 

上の今化 今に行当化者毎和
に防後財当年毎さ大財·年三
図火もを大習年れ社防各こ十期
ら意消守社一実たで火関の年で
且甕贋晨襄九施砿繭運畠闊是あが
畠向備ぇ蔵回］偲和動関にめ魯発
Jビ‘上のるす目よ大四をがはらぃ生
っ。を充tるを一吐十彗協文れぅし
今実幻貴迎ビ醤六てヵ化だこや
ま ‘r 重えな一年ぃし財以とす
で職もなたりをにる、所来でい
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文
化
財
防
火
訓
練
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；｀：り靡いいヽ［：；｀元一間し薦随へ芭五祭十に表西会奉―
．てさ行のに布を一ての敏長賛干
芸胄芸澁嘉言献胄塁閏召雰研冑合
〗ご喜合：9 : ：ょ［ ] ［鷹［冒
よの計各 季後に 席じ宮が大
り献四漁例り大会て のめ奉権社
-·各上名協年：祭議大 も各賛田海

ー，合続こ更伴新議 す同での し一
はしらがいフさ次を楓あ生関た名
終てずあ神エれにー を育係゜す
了い‘る湊リ、--,と三←状者 つ
しく本も着 1 昨みが月と況ょ 選
たこ年、岸夕年あ決ニカ‘がり 定
゜とも大時 1 はれ定十ら報現 頂
が同きのミ陸琶し日献告時 $ 
決じな体冗上にだ前上さ点 • 
定内問制の神っ 後日れで と
し容題な完幸い でを、の が
初でもど成及て 調昨順若 決
会継起変にび審 整年調布 定
.................................................................................................................... 
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そこここ

宗
像
大
社
海
洋
神
事
奉
賛
会

初
会
合

一
宗
像
大
社
氏
子
＂
い
炉

二
月
十
一
・
十
二
日
の
両
日
、
氏
i
神
職
に
よ
り
ご
由
緒
や
境
内
を
ご

子
青
年
会
研
修
旅
行
が
小
林
会
長
二
茶
内
い
た
だ
い
た
。

を
は
じ
め
会
員
七
名
、
引
率
神
職
一
そ
の
後
は
、
赤
間
神
宮
を
参
拝

二
名
の
計
十
名
参
加
の
も
と
開
催
了
し
、
下
関
マ
リ
ン
ホ
テ
ル
ヘ
宿
泊
゜

さ
れ
、
山
口
方
面
へ
と
向
か
っ
た
。
一
温
泉
で
疲
れ
を
癒
し
、
夕
食
の
懇

十
一
日
は
建
国
祭
を
終
え
た
午
一
親
会
で
は
下
関
の
海
の
幸
を
堪
能

後
一
時
に
出
発
、
先
ず
は
下
関
市
了
し
親
睦
を
深
め
た
。

に
鎮
座
す
る
長
門
一
宮
「
住
吉
神
一
翌
十
二
日
は
、
大
内
義
隆
（
戦
国

社
」
へ
向
か
い
、
正
式
参
拝
。
国
宝
二
時
代
に
周
防
を
拠
点
と
し
た
有
力

で
あ
る
五
つ
の
社
が
連
結
さ
れ
た
二
武
将
）
が
自
害
し
た
大
寧
寺
を
訪

荘
厳
な
本
殿
を
拝
し
、
同
神
社
の

L
れ
、
側
近
で
あ
っ
た
黒
川
隆
像
（
第

t

-
l

ぃ
[
七
十
九
代
宗
像
大
宮
司

i
宗
像
氏
男
）
の
御
墓
参
り

言
迄
を
し
、
当
大
社
と
の
由
縁

や
歴
史
を
学
ん
だ
。
一
行

は
大
寧
時
を
後
に
し
、
西

の
京
・
山
口
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
全
国
で
一
番
美
し

い
と
評
さ
れ
る
、
国
宝
の

瑠
璃
光
寺
五
重
塔
な
ど

を
見
学
し
、
帰
途
に
つ
い

た
。他

地
域
の
歴
史
や
文

化
に
ふ
れ
る
こ
と
で
、
青

年
会
活
動
の
大
切
さ
を

再
認
識
で
き
た
有
意
義

な
研
修
旅
行
と
な
っ
た
。
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金
製
指
輪
な
ど
神
宝
十
三
件
を
出
陳

s

四
月
九
日
よ
り
東
京
国
立
博
物
館
で
『
国
宝
大
神
社
展
』
開
催
s

第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
を
：
を
目
的
に
、
全
国
各
地
の
神
社
の
：
会
で
す
。

奉
祝
す
る
事
業
と
し
て
神
社
本
庁
こ
協
力
の
も
と
、
大
切
に
守
り
伝
え
[
是
非
ヽ
こ
の
機
会
に
足

が
特
別
協
力
し
、
四
月
九
日
よ
り
：
ら
れ
て
き
た
国
宝
や
重
要
文
化
財
：
を
お
運
び
戴
き
、
日
本
の

東
京
国
立
博
物
館
で
「
国
宝
大
神
こ
に
指
定
さ
れ
た
神
宝
約
一
六
0
件
二
伝
統
、
信
仰
の
基
礎
で
あ

社
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
大
：
を
含
む
約
二00
件
が
出
展
さ
れ
：
る
神
道
の
奥
深
さ
を
感
じ

社
か
ら
は
沖
ノ
島
出
土
の
金
製
指
こ
王
9

。
二
J
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

輪
を
は
じ
め
金
銅
製
高
機
や
龍
頭
一
質
・
量
と
も
こ
れ
ほ
ど
の
規
模
一
ま
た
同
展
は
来
年
平
成

と
い
っ
た
、
か
つ
て
同
時
に
出
陳
さ
二
り
神
宝
が
一
同
に
集
め
ら
れ
た
展
ニ
―
十
六
年
一
月
十
五
日
か

れ
た
こ
と
の
な
い
神
宝
十
三
件
の
ニ
ホ
は
過
去
に
例
が
な
く
、
当
大
社
：
ら
は
九
州
国
立
博
物
館
で

貸
出
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
丁
と
し
て
も
十
三
件
も
の
神
宝
を
一
：
も
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
特
別
展
で
は
日
本
の
文
化
二
度
に
出
陳
す
る
の
は
初
め
て
の
こ
一

伝
統
、
信
仰
、
そ
し
て
自
然
観
に
つ
丁
こ
で
、
ま
さ
に
大
神
社
展
の
名
に
ふ
[

い
て
の
理
解
を
深
め
て
戴
く
こ
と
：
さ
わ
し
い
今
後
二
度
と
な
い
展
覧
一

:-— 

,
.
 

東
京
国
立
博
物
館

、
鼻
、

平
成
二
十
五
年
四
月
九
日
ー
六
月
二
日

九
州
国
立
博
物
館

平
成
二
十
六
年
一
月
十
五
日
ー
三
月
九
日

屑慧閻需冒

冒戸胃！需胃＇

※金製指輪・金銅製龍頭は其々、二週間限定の展示です。

◆4月 1 日（月）

◆4月 2 日（火） 午前 1 1 時

午前 1 1 時40分

春まつりの御案内
春季大祭を下記行事日程で斎行致しますので、

皆様方お誘いの上御参拝下さいますよう御案内申し上げます。

◆3月 31 日（日）午後 5 時 総社地主祭

午後 6 時 宵宮祭

午前 1 1 時 一日祭

（氏子奉幣・主基地方風俗舞・浦安舞）

二日祭（海洋神事事業功労者表彰）

宗像護国神社春季大祭

高宮祭

第二宮・第三宮祭

交通安全講社祭

献茶祭（南坊流・花田社中）午後 2 時
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十のの弩津ど身あた前
ニ姿日級と゜がるが回
年を 戦あ横置°‘で

: 9 ：晨そ位星霜喜：
兄：晶：『［皇］［畠
F ぅ芯゜我り口殿軍与
脅。ら野国、径靡艦い
級明こ沢最軍＝，ーのて
戦治の正初艦面ミ砲記
................................................................................. 

m 長備で る戦で艦艦
ニ―排起摂゜艦認＝ = 
五水工津 はめー央

互ミ量しは --,ら隻艦
〇四三た明 摂れ届ド
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でい艦摂とりが手計れ位能に上亥悶良央喜盆名鸞醤霞虹
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れ年ナこっ画重事かが砲不片配陥ス突 弩さ、砲面一
よ戦てに。こ通量のもとの可舷置も卜が 級に乗二砲ニ
.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

七のメニ ベ役標中機イる縦 物恰卜をさを まてち残の大正横 び
月残リ十昭て割的率は真口、さ摂語好を取れと大；摂にさ結正天浜大近
二存力八和いが艦を五珠恋九津 なはりたり正：津陸れ果十皇沖正海
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日は空広年 とてたと撃艦撃的滋あたたいて年 艦保ず津？の演＾備
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警た多に日 はしにき爆穴わ線 軍・セな下装 てと、し会足は月る
戒。くアヽ 述たは命撃ワれ操 艦不ッ砲げ甲 ししのて議。大の゜
.................................................................................................................................................................................................................................................................. 

史海水逐城出船柱レ来轟配
·軍艦艦‘雲体゜飛襲ク備

9 ヽ詞召恥旦塁ヽぞ莱り
学場津沈横畠躙扁買夏羹ど。
界危属逸昌器毎勢閃下動｝）

胃［ ；〗息塁鼻目』：犀言〗
＾、伊破母冒榛燻内艦全
乾帝号、艦葉名 二載柊
尚国潜駆天、一水乱機—

（続）
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い
し
い
た
だ
し
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る写ひ がバ語い日 るでのの 冑たたに を一界に
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と 口いえけ一 つ想うと魚梗きで者す彦晩喩にに子 方意スら紀
出 い位るり て像かしわ ［先は をでっ溢 ものが聞
会 店置の おが知てれ るず着 厄表ける 試通鳴こ
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畔
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像
大
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歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

こ
の
週
は
夜
ご
と
に
会
へ
り
笑
顔
よ
き
ビ
ー
ル
商
標
美
男
の
エ
ビ
ス

所
〒
八
―

-
I
三
五
0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
・
鈴
木
祥
裕

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円
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護
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舞
~
氏
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｛
祭
境
〗
拝

宮
二
像
社
安
栄
前
＿
＿
像
年
社
＝
湿
碑

名
I
A高
第
宗
総
浦
豊
墓
於
ほ
本
神
於
殿

り
～
血
～
”
～
g
~

時
時
時
ふ
訟
時
皇
時

日
〇
ー
ニ
氏
ー
[

1可
『

4
8可
呻
却

2
0
8
却

＿
＝
日
[
0
っ

□
口
鱈
口
〖

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
を
願
う
行
事
で
、
お
雛
様
は
災
難

を
代
わ
り
に
引
き
受
け
て
く
れ
る
守
り
神
の
よ
う

な
も
の
で
す
。
省
略
せ
ず
に
き
ち
ん
と
お
祝
い
し

ま
し
ょ
う
了
当
大
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ブ
ロ
グ
が

新
設
さ
れ
、
主
に
私
が
更
新
を
担
当
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
皆
様
の
関
心
を
寄
せ
る
様
な
旬
な
話
題

を
提
供
出
来
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
了
次
は
桃
の

花
で
も
探
し
て
、
記
載
し
て
み
よ
う
か
な
…
（
鈴
）

―'札KUi;— 宗
像
市
田
禰
早
川
祥

つ
く
ば
い
を
揺
ら
す
風
あ
り
日
本
海

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

初
景
色
雪
降
る
中
の
日
の
出
な
り

庄俳
句
作
品
集

宗
像
市
日
の
里
石
松

綿
雪
が
吹
雪
と
な
り
て
大
晦
日

弘
次




